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［研究ノート］
防災教育から被災地学習へ
栗　田　充　治
From Education for Disaster-Prevention 
to Disaster-Learning on the Stricken Area
Michiharu Kurita
Abstract
In 2013, I try to design a common course, Disaster Relief Action, 
from Education for Disaster-Prevention to Disaster-Learning on 
the Stricken Area.
The head of RQ-Volunteer-Center, Toshimitsu Hirose, said that 
there are three steps in Education for Disaster-Prevention.
First is a usual Disaster-Prevention Training and usual Education 
for Disaster-Prevention.
Second is Disaster-Prevention Training and Education for 
Disaster-Prevention with various experiences, such as earthquake 
experience, smokes experience, emergency food experience, rescue 
training.
Third is Disaster Education in which students stand on disaster 
spot, look many things around the spot, think many things on the 
spot, listen to the disaster victims, and some of the students will join 
volunteering. The students may learn many things from their real 
experiences.
I sympathized Mr. Hirose and decided that fifty percent of a 
common course, Disaster Relief Action, will be carried on disaster 
spot in Fukushima.
19 Students joined a common course, Disaster Relief Action in 
2013. 
The program of a common course, Disaster Relief Action in 2013 
is as follows.
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1 Orientation
2 Lecture on the Introduction to Disaster-Prevention
3~7 An advanced course of Lifesaving skills
8 Volunteering in Disaster
9 (Fukushima program) Lecture (Fukushima Farmers Aim)
10 Farming Experiences
11 Walking and Visiting the Okitushima Shrine
12 Workshop
13  Study Tour through South-Souma (Odaka-city and Namie-
cho)
14  Study Tour through South-Souma (the stricken area of Tsu-
nami)
15 Reflection about today’s S-tudy Tour
16 Koriyama Program (Volunteering in PEP-kids Koriyama)
17 Collecting student’s papers and Making 60 folded Books
本紀要第 15 号（2009 年 7 月）に「大学における防災教育の意義と課題」
と題する研究ノートを書いた。本学で私が担当している全学共通科目「災
害救援活動論」（夏期集中２単位）のほか、東北福祉大学や神戸学院大学な
ど８大学における防災教育科目を取り上げ、防災教育のあり方について考
察した。
2011 年 3 月 11 日の東日本大震災後、様々な NPO 団体が被災地に入っ
て活動し、各地で大学生の被災地支援ボランティアが多様な形で展開され、
多くの大学生が参加した。震度６弱以上の被災地が兵庫県 1県であった阪
神淡路大震災に比べて、同様の被災地が岩手、宮城、福島、茨城、栃木、
群馬、千葉の８県に及んだ東日本大震災は、被災地の範囲が広大で、しか
も交通の便も悪く、さらに原子力発電所の甚大な事故の影響で放射能汚染
が広がるという状況のなか、支援ボランティアの参加が当初なかなかス
ムーズに進まなかった。しかし、阪神淡路大震災以降、大学における学生
ボランティア推進の取り組みが進んでいた結果、全国の大学生が被災地支
援に取り組んだ。
本学でも、地元の武蔵野市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武
蔵野が呼びかけた 3 泊４日の災害支援市民ボランティア（73 名派遣）に本
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学学生・教職員三十数名が参加した。また、経営学部ホスピタリティ・マ
ネジメント学科ゼミ学生のイニシアティブで 2泊 3日のボランティアバス
を企画・実施し、学生・教職員 90 名が参加するなどの動きがあった。
私は、被災地で支援活動をした大学生 11 人が立ち上げた支援団体「レ
ガーミ」が 2012 年 2 月に主催した被災地支援報告会「東北の真実〜生の
声」に参加した。登壇者の一人がRQ市民災害救援センター総本部長・一
般社団法人RQ災害教育センター代表の広瀬敏通氏であった。
広瀬氏は、講演のなかで、「災害教育」という新しい教育ステージを構
想しているという話をした。
広瀬氏によると、防災教育には 3 つのステップを考えることができる。
それは次の 3つである。
１　	行政、自治体、各団体単位で取り組む災害予防活動とそのための
教育である防災教育
２　	防災教育の効果をより高めるために体験学習法を使う体験型防災
教育
３　	災害現場の教育力を最大限活かした人格的成長を目標とする災害
教育
防災教育は、たとえば、防災記念日などに行われる消火訓練などの通り
一遍の防災訓練、専門家の講演、レスキュー隊など災害現場担当者の救助
活動展示や話、被災者の話などの組み合わせである。
そうした防災教育の効果を高めるために、体験学習を取り込んだものが
体験型防災教育である。たとえば、地震体験や煙体験、瓦礫救出訓練、
ロープ結索を用いた救出訓練、炊き出し訓練、仮設トイレの組み立てなど、
発災時の状況を再現したシミュレーション型の教育方法である。自治体で
行われる防災記念日の訓練でも、災害ボランティアセンターの立ち上げ訓
練など、殺到するボランティア役とそれを受け付けるセンタースタッフ役
に分かれてロールプレイするやり方が開発されてきている。
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体験型防災教育は、ありきたりの防災教育を数歩進めた効果的な教育方
法であるが、シミュレーション教育に伴う限界を持つことは否定できない。
つまり、訓練の場はあくまで「災害現場」ではないということである。広
瀬氏は「シミュレーションを用いた体験型防災教育は、どうしても『ゲー
ム』的な感覚が残り、災害時の切羽詰まった実感には届かない。また、被
災地のみが持つ悲惨さ、無念さは体験しようがない」と語る。
そこで、広瀬氏たちが立ち上げた一般社団法人RQ災害教育センターで
は、災害教育を次のように位置づける。
災害教育とは、被災地で被災者、ボランティア、訪問者等が、被災地や
被災者の窮状に接して抱く共感や利他的な行為、貢献の感情を、人格的
成長の資源として捉え、教育体系に位置づけるための取り組みである。
（同センターサイトに 2012 年 4 月 13 日投稿された広瀬氏の論考「防災教育か
ら災害教育へ」から）
広瀬氏は「現場を見る、現場に立つ、現場で考える、被災者の方から話
を聞く、ボランティアから話を聞くことで、通常では得られない大きな学
びが生まれる」と言う。具体的な活動としては、被災地（応援）ツアー、
青少年の被災地修学旅行、被災地教育旅行などへの参加から、被災地での
災害ボランティア活動までがイメージされている。
被害のすさまじさに圧倒されたあと、現場を丁寧に見ていくと、そこに
日常生活の跡が残っていることに気づく。家族や財産、日常生活の基盤を
奪われた生存者（被災者）の話で、その実情を詳しく知る。被災者の気持
ちを察し、「よそ者」としての自分の生活と感情を重ね合わせる。
災害ボランティアはさらに自分を試される厳しい場面に出会う。
「臨機応変・即断即決・適材適所・柔軟さ・多様な立場や声の受容・
ニーズ受信力・自己判断力・調整力・企画力・行動力・交渉力・行政や複
数の住民集団、他団体とのコミュニケーション能力など、日常生活では余
り触れることのない状況や判断を求められる場面に直面する。」（同前）
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私も何かしたい、何ができるか、何ができたか、どの行動が役に立った
か、被災者に喜んでもらえたか、感謝してもらえたか、ボランティア仲間
から認められたか、一つ一つの手応えがボランティアを前に進ませる。そ
して、私がしなければならないことを手探りする。
こうして、災害教育の過程で、地域貢献、社会貢献の感情と意欲が醸成
され、地域や社会の課題を自分の世界に取り込んで社会参加をしていこう
とするポジティブな身構えを生み出すことができるのではないか、という
のが広瀬氏の災害教育への期待である。
こうした災害教育の位置づけは、私も関わってきた「ボランティア学
習」の考え方と共通する部分が多い。長く「ボランティア学習」の普及に
関わってきた日本青年奉仕協会（JYVA　現在は解散）の定義を以下に引用
する。
「ボランティア学習」とは、学習者が、ボランティア活動を通して、さ
まざまな社会生活の課題にふれることにより、公共の社会にとって有益
な社会的役割と活動を担うことで、学習者の自己実現をはかり、さらに
は自発性を育み、無償性を尊び、公共性を身につけ、よりよき社会人と
しての全人格的な発展を遂げるために行う、社会体験学習である。（中
略）また、ボランティア学習においては、私たちの暮らす地域社会及び
国際社会そのものを学習のフィールドとしてとらえる。こうした学習は、
家庭、学校、地域、さらにはあらゆる地域社会において世代を越えて取
り組まれることが大切である。
ボランティア学習とは、人とのふれあいや自然とのふれあいなどをとお
して、人の全人格的な成長と、共生と共存のための社会の創造に寄与す
る学習として、未来の教育に大きな可能性を開くものである。（社団法
人日本青年奉仕協会（JYVA）『ボランティア学習ガイドブック　地球人にな
ろう』1993）
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「ボランティア学習」におけるボランティア活動は災害教育の場合と同
様、スタディツアーの形式も含んでいる。どちらも現場を学習のフィール
ドとして捉え、参加者の人格的成長と「共生と共存のための社会の創造」
への参加意識と意志の醸成を目的としている。
私は、広瀬氏の災害教育のヴィジョンに共感し、2013 年度の「災害救
援活動論」を従来の体験型防災教育から災害教育へと転換する方策を検討
し始めた。
後期科目「ボランティア論Ⅱ」履修生が企画した活動のひとつに「福島
物産展」があった。2013 年 1 月に大学近くの団地自治会集会所を借りて
実施した。担当教員として、私も 12 時頃様子を見に出かけた。用意した
リンゴは 11 時開始からわずか 30 分で売り切れたそうで、豚汁のみの販売
となっていた。それを食べながら、来てくれた住民や「武蔵野まごころ
連」の人たちと話していた。その折、災害教育のような活動をしたいとも
らした私に、「できますよ」と応じてくれたのが「武蔵野まごころ連」メ
ンバーで福島県出身の小林誠氏であった。彼は、いずれ地元に帰って地域
復興に取り組むつもりで、情報と人脈を持っていた。こうして、小林氏と
の出会いにより、「災害救援活動論」の災害教育版への転換がにわかに現
実的なものになっていき、福島での実施の目処が立った。
「現場」は福島県にすることは初めから決めていた。震災・津波・原発
事故という前代未聞の複合災害が福島を襲った。放射能汚染と健康課題、
何年かかるか分からない除染・廃炉という原発事故対応の復旧課題、それ
と地域生活復興課題がのしかかる福島を日本の課題として取り上げ、自分
自身の暮らしと生き方の課題として取り込むことを新しい学習課題として
設定しようと考えた。
その後の武蔵野消防署や小林氏などとの連絡・相談を経て 3 月 10 日に
作成した最初の授業プランは次の通りである。
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＜事前授業プログラム＞
4/10（火）	 17 時 45 分〜 18 時 45 分　オリエンテーション（授業１）
7/21（日）	 	９時〜 16 時半　上級救命講習（授業 2 〜授業５）武蔵野消
防署の協力
	 16 時半〜 17 時半　福島合宿ガイダンス（授業６）
＜福島合宿プログラム＞
8/7（水）	 ９時〜 10 時半　防災入門講義（授業７）
	 11 時亜大をバスで出発〜 15 時半二本松到着予定
	 16	時半〜 18時　現地ガイダンス	（授業８）夜は歓迎会予定
8/8（木）	 ８時〜 16 時　現地でのお手伝い
	 16 時半〜 18 時　明日の活動ガイダンス（授業９）
8/9（金）	 ８時〜 16 時　現地での活動（授業 10 〜授業 14）
	 	17 時半〜 18 時半　振り返り・話し合い（授業 15）夜は送別
会予定
8/10（土）	 	８時〜 10 時　福島大生との意見交換会、あるいは総括学習
予定（授業 16）
	 10 時〜 10 時半　合宿終了セレモニー（授業 17）
	 11 時　現地をバスで出発〜 15 時半亜細亜大学到着予定
＜亜大到着後プログラム＞
	 16 時〜 17 時半　今後へ向けて（授業 18）
	 	災害時支援ボランティア登録（武蔵野消防署）・課題提出要
領の説明
授業の到達目標としては次の９項目を設定した。
①	救命技能について幅広い知識を得、基本的な技能を身につけ上級救
命技能認定を取得する
②福島での東日本大震災・原発災害の被害状況を知る
③福島での復興対策と現状を知る
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④被災者の話を聞き、当時の状況を知る
⑤復興に関わる人々の考えを知る
⑥防災・減災について基礎知識を得る
⑦学習した内容を整理・発表し、それをもとに討論して知識を深める
⑧防災・減災への取り組み及び災害救援について自分なりの見方を持つ
⑨	亜細亜大学災害救援隊準隊員及び災害時支援ボランティアとして登
録する
定員は 30 名を予定し、受講料として、上級救命講習教材費 2,600 円に
バス代・宿泊代・現地交通費などを加えて 15,000 円未満に抑える予定で
あった。
成績は、平常点（毎日のミニレポート、授業貢献度）と 2,000 字程度の最
終レポートで評価することにした。
その後、3 月 31 日に福島に行き、小林氏の車で二本松市東和を下見し、
現地コーディネーターをお願いする菅野瑞穂氏（希望のたねカンパニー
（株））と打合せを行った。翌日は郡山駅で、卒業生で郡山市議の大城宏之
氏と郡山での活動の可能性について相談した。
その下見と打合せをもとに次のようなシラバス（授業梗概）を作成して、
４月 10 日のオリエンテーションに臨んだ。
変更点は、学バスの利用ができないことが分かり、現地集合方式にした
こと、福島合宿前授業を上級救命講習だけにせず、3 回ほど追加して充実
させたこと、また、合宿後にもう 1 回締めくくりの授業を行い、『レポー
ト集』制作をその場で行うこと、などである。定員は現地でのバスの手配
から 20 名とし、受講料は 1人あたり 24,000 円に設定した。
＜事前授業プログラム＞
4/10（火）	（授業 1。前と変更無し）
5/12（日）	 	12 時〜 13 時　コミュニティ＆オーガニックカフェ「ふく
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しまオルガン堂下北沢」で「ふくしま定食」を食べながら
合宿相談（授業 1の続き）
6/22（土）	 	16 時 10 分〜 18 時 10 分　防災入門講義と合宿打合せ（授業
２）
7/21（日）	 上級救命講習（約７時間）と合宿打合せ（授業 3〜７）
8/6（火）	 	９時〜 10 時半　災害とボランティア〜災害時支援ボラン
ティア登録（武蔵野消防署）及びミニ講義「災害救援者の心
得」。その後直前打合せ（授業８）
＜福島合宿プログラム＞
8/7（水）	 郡山駅前広場に現地集合、マイクロバスで宿舎へ。
	 	16 時〜 17 時半　「ゆうきの里東和がめざすこと〜原発・放
射能に向き合う生き方」講師は福島県有機農業ネットワー
ク理事長菅野正寿氏（授業９）
	 	17 時半　夕食準備〜 19 時　歓迎交流会（地元農業者）〜入
浴〜 22 時半　就寝
8/8（木）	 	6 時　起床〜ラジオ体操〜 7 時　朝食準備〜 7 時 40 分　朝
食〜 8時半　出発
	 	9 時〜 11 時半　農作業体験活動（ファシリテーター：菅野瑞
穂）（授業 10）
	 	12 時　昼食（収穫野菜などでバーベキュー）
	 	13 時〜 15 時　自然体験活動（ファシリテーター：菅野瑞穂）
（授業 11）
	 	16 時〜 17 時半　ワークショップ（ファシリテーター：菅野
瑞穂）（授業 12）
	 	17 時半以降前日と同じ
8/9（金）	 	6 時　起床〜（前日と同じ）〜 8 時　出発、マイクロバスで
南相馬へ
	 	9 時半〜 11 時半　被災地視察、被災者の話を聞く予定（授
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業 13）
	 	12 時　昼食（道の駅などで外食予定）
	 	12 時半〜 14 時半　仮設訪問、被災者と交流活動予定（授業
14）
	 	14 時半　南相馬出発、宿へ
	 	16 時〜 17 時半　ワークショップ（ファシリテーター：菅野
瑞穂）（授業 15）
	 	17 時半以降前日と同じ
8/10（土）	 	6 時　起床〜（前日と同じ）〜 8 時　掃除・片付け〜 8 時半
　記念写真撮影〜 9時　出発
	 	10 時〜 11 時半　郡山プログラム（子どもの屋内遊び場
「PEPKids こおりやま」で来場の子どもたちのサポート活動）〜
振り返り〜 12 時　現地解散（授業 16）
＜事後学習プログラム＞
＊各自最終レポートをまとめてメールで提出（8/21 締め切り）
8/23（金）	 	13 時〜 14 時半『災害救援活動論 2013 レポート集』60 部制
作（授業 17）
受講申し込み締め切りの 4月 23 日までに 19 名が申し込んだ。まずまず
の数である。
福島合宿のなかで、三日目の 8月 9日の被災地視察の内容を詰めていな
かったので、6 月 29 日に再び二本松東和を小林氏とともに訪ね、南相馬
で被災者支援活動をしている NPO 法人 Bridge	for	Fukushima の小沼亮
氏に来て頂いて打合せをした。その結果、8 月 9 日の計画を次のように具
体化し、実施した。
＜福島合宿プログラム＞ 8月 9日の内容
9 時半〜 12 時（授業 13）小高・浪江視察（現地案内人：Bridge	for	Fuku-
shima スタッフ浅野希梨さん、「浮船の里」理事長久米静香さん）、「あすな
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ろ交流広場」訪問。
現地視察の周り方と現地の放射線量は次の通りであった。
9：50　原発 10 キロ圏内（進入許可証提示。請戸漁港付近）のバス車内
0.20μSv/h 〜 10：30　浪江町知命寺交差点（許可証提示）0.30μSv/h
〜浪江町メインストリート 0.72μSv/h 〜 10：46　閉店中のファミ
リーマート敷地 2.4μSv/h、脇の草むらに線量計を置くと 10 〜 12μ
Sv/h 〜 11：00　知命寺交差点に戻る〜 11：02　スクリーニング会場
に寄る（靴裏を測定。結果は栗田の場合 200 〜 400cpm 程度。13,000cpm
だと全身測定となる）。
13 時〜 15 時半（授業 14）昼食（食事処「報徳庵」）中とその後、相馬は
らがま朝市クラブ代表高橋永真氏の話と案内で津波被災エリアなどを視
察。宿舎に帰る。
19 時　夕食。食後（授業 15）本日の振り返りを 1 時間ほど行う（ファシ
リテーター：菅野瑞穂）。大城宏之氏の参観・話あり。
受講生の学びはどうであったか、最終レポートを見て確認する。彼らの
レポートの多くで、「現場に立ってみると、思いが言葉にならなかった」、
「被災地の人々から学んだ」、「私ができること・なすべきことを考えた」、
という 3つのテーマが共通して語られていた。
1 　被災地の現場に立ってみると、思いが言葉にならなかった
Tさん「あの時の映像をテレビで見るだけでも心が痛むが、実際に自
分の目で見たのは初めてだったので、言葉では言い表せない気持ちに
なった。『かわいそう』とも言いたくないし、『頑張ろう』とも言えな
い。なぜなら被災した人々は『これ以上頑張れない』限界の域を越え
て、生きているからである。」
S1 君「そこで目の当たりにしたのがテレビで見る光景がそのまんま
広がっていて衝撃的で言葉を失いました。」
H1 さん「そして実際に自分の目で見て、言葉にならない気持ちにな
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りました。」
Eさん「バスの中で話をしてくれた高橋さん、久米さんの話を聞きな
がら町を見ていると、言葉も出ずただひたすら考えさせられることば
かりでした。」
S2 君「飯舘村と浪江町では町や建物はそこにあるのにだれも住んで
いないという現実、震災の時に受けたであろう傷跡の残る住宅や人の
高さほどまで無造作に伸びきってしまった雑草、そして南相馬では津
波で流されたままの瓦礫の山が今なお片付かずそのままの状態で残っ
ていることに言葉にならない気持ちになりました。」
Nさん「瓦礫の山を見たとき、折れ曲がっているガードレール・電柱
を見たとき、その瓦礫の中に生活用品を見たとき、どんな怖い思いを
したのだろうと、涙が溢れて止まりませんでした。また、もう復興に
向かっているのだ、と大した根拠もなくマスコミを信じて疑わなかっ
た自分を恥じました。特に、浪江町の光景はあまりにもショックを受
けました。3 月 11 日、震災が起きたままの光景が、そこにだけぽつ
んと取り残されていて、ここは本当に日本なのかと疑うほどでした。」
K1 さん「津波で押し寄せされた荷物。その中にタンス、食器、日用
品、時計、ぬいぐるみといったようなものが、あらゆる箇所に見受け
られ、同時にここに生活していた人達の姿が想像でき、思わず『津波
はなんて理不尽なのだろう』と思ってしまった。加えて下を向けばひ
び割れた道路、上を向けば傾いた看板、信号機、そして折れるはずが
ないであろう（折れた）電信柱が広がり、とうとう私は言葉を失って
しまった。そしてパワーも吸い取られてしまった気もした。『可哀想』
『悲惨』という次元では片付けてはならない現状だった。」
2 　被災地の人々から学んだ
S3 君「災害当時は一般的な主婦であった久米さんであるが今では
NPO をたちあげ、小高でなにか出来ないかと行動しており、彼女の
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強い気持ちを感じた。…久米さんにしても高橋さんにしても前に進む、
何か福島のために行動する、といった気持ちが感じられ実際にその成
果をあげているようであった。福島を支えているように感じた。」
S1 君「久米さんが最後に『復興のふの字もできていない』『人々は国
からの助成金にたよって働かなくなっている』『福島県外の人たちに
ぜひ伝えてほしい』など伝え教えてくれて感じるものが多くありまし
た。」
T君「久米さんが役人に言った『住めるものなら家族で一年住んで、
何も影響がないなら証明してほしい』という言葉が突き刺さった。久
米さんが何か質問があるかと尋ねられた際、そこまでのショックがあ
まりに大きく、質問をできなかった自分が悔しかった。…高橋さんが
『飼殺されている』と仰っていたことが心に深く残っている。福島の
復興の足かせの一つに補償金が問題になっている現実を、国や東京電
力はどう受け止めているのだろうか。私にはお金ではない生きる力に
なるような支援策を挙げることは悔しいが思いつかない。」
K2 さん「菅野正寿さんから原発、風評被害と戦う農家さんの話など
を聞きました。正寿さんからは趣深い話かつ考えさせられる話まで聞
くことが出来ました。…放射能を微量でも浴びている野菜を育てるこ
とは不安だが、放射能を恐れていては何も始まらないとおっしゃって
いた正寿さんの目はとても力強かったように思えました。」
Gさん「菅野正寿さんからは、放射線と向き合いながら福島で農業を
やることのお話を聞かせていただいた。放射線というよくわからない
ものと向き合い、土地を耕し続けてくれたおかげで、私たちは美味し
い東和の野菜に出会うことができた。いまだに『福島』というだけで
嫌がったり、ありもしない噂を広めたりする心無い人はいるが、私は
これからも東和の美味しさを伝えていきたい。菅野瑞穂さんには、農
業体験や自然体験、日々の生活を通して、自分と向き合う機会と感謝
を教えてくれた。農作業をしていると豊かな気持ちになるのを感じた。
50
また、合宿中の共同生活でみんなから学ぶことが多くあった。忘れず
に感謝し、自分の糧にしたいと思う。久米さんには、3.11 のこと、避
難生活のことをありのままに話していただいた。私は上京してから、
いかに地元が落ち着く場所であるか実感している。もし、その地元に
戻れなくなったら、地元の友達が離れ離れになったらということを久
米さんの話を聞いて考えた。考えるだけでも辛い。しかし、久米さん
のように少しでも動き出している人もいる。これからもっと多くの人
を巻き込んで、みんなが前に進んでいってほしいと思う。
K1 さん「2 年半経ったいまでも当時のことを、怒りをあらわにしお
話してくださった久米さん。漁師の仲間や知り合いの死を津波によっ
て目の当たりにされた高橋さん。二人の言葉はとても重かった。『な
んでこうなってしまったのだろう』という気持ちや『絶対にこの被害
をなかったものにしたくない』といったような気持ちが苦しくなるほ
ど伝わってきた。そして『いまの私にできることはなんだろう』と考
えていた。」
H2 さん「（相馬はらがま朝市クラブでは）最初は無料で物資の配布を
行っていたが、現在では自立するため販売しており、コミュニケー
ションの場として毎週土日開いている。NPO としても、助成金なし
で、全国からの支援でつくったというから非常に驚きである。こうし
た、高橋さんの『自立して頑張っていこう』という考え方がとても印
象的だった。」
3 　私ができること・なすべきことを考えた
T君「私にできることは、まずは福島の厳しい現実と、風評被害に苦
しむ人々がどれほどいるのかを伝えることだろう。それが現実を見た
私の責任だと考える。」
H3 さん「東日本大震災の被害の大きさは、ニュースでみんな分かっ
ていますが、実際に見てみないと感じられないことばかりでした。こ
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の災害ボランティア論を取ってよかったです。被災地の現状を実際に
見てきたからにはたくさんの人に知らせたいです。」
K2 さん「久米さんがおっしゃっていた、1 人でも多くの人にこの現
状を伝えてほしいという願いを、実際に被災地を訪れて見てきた私が
貢献できたらなと思います。」
S1 君「瑞穂さんや久米さんから『福島に足を運ぶだけで、状況を見
てくれるだけで、うれしい』と聞いたときこれだけでもボランティア
になるんだと私もうれしくなりました。東京に帰ってきた今、全神経
を福島復興に向けるには正直難しいです。ですが状況は友人知人家族
に伝えることができます。福島県の被災した人や環境、子供のことを
思いながらこれから生きていきます。そして今以上に必死に生きよう
と奮い立たせてくれました。小さいですが最低でもこれが自分にでき
ることだと思っています。」
S3 君「私がこれからすべきことは、久米さんが言っていたように、1
人でも多くの人に福島の『今』を伝えることだ。それがどのような効
果を生むかはわからないが、日本全体で考えるべき問題であるため知
る義務があると私は考える。小さなことから大きなことまで福島のた
めに行動したい。」
Nさん「実際、この合宿から家に帰り、両親に今回の自分が見てきた
ものを伝えたときも、（両親は）マスコミでは決して映されていない
状況にショックを受けていました。…先日、電車の中で友人に福島に
行ってきたことを伝えると、前に座っていらした方が、福島はいまど
んな状況なのかと、尋ねてこられました。…日本にもまだ、福島の状
況を心配されて気にかけている方が多く居るんだと実感し、また、そ
の方に福島の状況を伝えられたことは、少しでも、福島のためになる
のではないかと思いました。」
K1 さん「久米さんが教えてくださった『いま』できることとして、
『いまの当たり前の生活を幸せに思ってほしい』、そして『この現状を
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1 人でも多くの人に伝えてほしい』ということがある。一見簡単そう
に思えるが、一つ目に関しては当たり前のことすぎて逆に難しい。だ
けど私は自分に関わってくれている人や起こっている物事、すべてに
感謝の気持ちを持ちこれから生きていこうと思った。そして今回 3泊
４日という長いようで短い時間でわずかだが成長できたことをゼロに
しないよう、感じ得たものすべてを周りの家族や友人に積極的に伝え
ていこうと思った。」
以上のように切り取ったレポートの断面は、今回の「災害救援活動論」
を「災害教育」的内容へ変える試みが、学生たちに深い学びをもたらして
いることを示しているのではないかと思う。
被災地の「現場」に触れ、被災者の体験を聞き、彼らの生活再建と地域
復興へ向けて生きようとする思想を聞くことにより、学生たちは、一旦
「言葉」を失う。そして、それぞれ自分の感覚を確かめ、「いま」を共にす
る者として被災者に共感しながら、被災地が被災学生たちに託そうとして
いる行動と生活を探り当てようとしている。ここまでの思索の深化と行動
への模索は従来の体験学習型防災教育では見受けられなかった。
私は広瀬氏の「災害教育」を「被災地学習」と受け止めたい。「教育」
というと、教える側の指導計画と体系を前提とするが、被災地での学びの
かたちは多様である。「災害救援活動論」のように、授業科目として行う
場合もあるが、生涯学習として、社会人やシニア世代が学ぶ形もあり得る
だろう。したがって、学ぶ側に軸足を移して「被災地学習」として構想す
る方が現実的だと考える。体験学習型防災教育を正課授業として行った後
に、有志のボランタリな学習として「被災地学習」を展開する形もあるだ
ろう。今回の授業実践を元に、2014 年度の「災害救援活動論」を構想し
たい。
